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者の就労支援企業である
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本社 石狩工場東京営業部 札幌工場

石狩工場 〒061-3241 石狩市新港西 3丁目 768 番地 4
 TEL 0133-71-2777 FAX 0133-71-2895 

札幌工場 〒060-0033 札幌市中央区北 3条東 4丁目 5番地 64
 TEL 011-251-0009

東京営業部 〒101-0065 東京都千代田区西神田 2丁目 4番 3号 高岡ビル 6階
 TEL 03-3239-3939 FAX 03-3239-3945

本　　社 〒060-0033 札幌市中央区北 3条東 5丁目 5番地 91
 TEL 011-241-9341 FAX 011-207-6178

社 　 　 名
代 表 者
業 務 内 容
創 　 　 業
資 本 金
商 況
従 業 員 数

主要得意先
（敬称略）

取 引 銀 行

■会社概要

株式会社 アイワード
代表取締役社長　奥山　敏康
ブック印刷専門印刷業
1965（昭和 40）年 9 月
67,185 千円
年商 37 億 1965 万円（2021 年 3 月期）
役員 8 名、正社員 206 名、嘱託 8 名、

（2021 年 3 月 31 日現在）
医学書院、 南山堂、 日本加除出版、
帝国書院、サラブレッド血統センター 、
東京商工リサーチ、北海道新聞社、 
北海道大学、北海学園大学、 
北海道大学出版会、日本書道評論社  
北洋銀行、北海道銀行、日本政策金融公庫、
商工中金

アイワードの主な自動化技術

データベース自動組版

データベースからダイレクトに組版へ
電子出版への展開まで一元管理
アイワードは、1985 年にコンピュータと印刷のシステ
ムを組み合わせた独自の「文字情報処理システム」を
発表して以来、一貫して汎用データベースの構築と印
刷出版の連携を提唱してきました。構築する汎用デー
タベースは、データの多目的利用を可能にします。

褪色カラー写真のデジタイズ復元

色や陰影、質感の科学的復元を自動化
学術書・芸術書の制作に活用
100 年以上にわたって蓄積されてきた学術的な写真資
産や、絵画・壁画などの芸術・歴史資産を高精細印刷
で再現する技術を、国立大学法人北海道大学、北海道
立総合研究機構との産学官の共同研究を進めています。
本技術は 2020 年に、第 8 回ものづくり日本大賞「もの
づくり地域貢献賞」を受賞しました。

専門書制作を支援する「アカイレ」サービス

書籍ごとにルール辞書を設定
専門性の高い原稿もコンピュータで校正
文書の表記揺れや、主語述語が曖昧な表現といった一
般的な校正・校閲はもちろん、辞書にない語や略語な
どもコンピュータがチェックします。編集支援業務と
して提供しているサービスです。
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Wordからの自動組版

Word 原稿へ直接、
色付けすることで一気に自動組版
Word の原稿があれば、レイアウトや用語扱いがバラ
バラな原稿からも簡単に自動組版ができます。論文や
報告書、寄稿文集や記念刊行物など、大量かつ同じよ
うな組版仕様の書籍に最適です。

◦�Wordファイルに色を付けるだけで自動組版ができます。
・�投稿規定や編集ルールを自動的に反映します。

フジテレビ「ニッポ
ンの超絶技巧！　直
美＆千鳥のこまった
ときのお直しさん」
（2019 年）で「デヴィ
夫人の60 年前の公式
写真を復元！！」が紹
介されました。
掲載許諾：デヴィ・スカルノ様

◦�その書籍専用のルール辞書を作成します。
◦��クリーニングとレポートを自動生成します。
◦�推敲・修正を行います。

旭川駅はどう生まれ変わったか生まれ変わったか生まれ変わったか生まれ変わったか

　旭川駅の特徴は、本州ではあまりないのですが、プラットフォーム上に

に入ってこないようにしている点です。また、上の方はトップライトと排気を

　それから、柱の色についても随分検討を重ねました。じつは私はここ

道駅や、ＪＲの高知駅や日向市駅など、いくつかの鉄道施設を手がけ

い施設だということがわかっていました。たとえば、ブレーキ粉といって、細か

が向上して、以前ほど出なくなったのですが、それでも建物を汚す一つ

れていないのでれていないのでれていないのでれていないので、ディーゼルの煙も出ます。

　ですから、メンテナンス上は、柱も暗い色に塗った方がいいわけです。

ずっと旭川のまちにどんどん元気がなくなっていくのを見ていまして、やは

であるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないか。そして、そうであるなら、多少無理をしてでも

と委員会で申し上げて、了解をいただきました。といっても、見た感じは

えて、かなりグレー寄りの白を基調にしています。

　じつは通常ですと、プラットフォーム上の機能的なことに関しては、建築家が

ん。

　鉄道マンというのは、つくづくすごいなと思わされることが多々あります

などは時速百キロ以上の列車が、プラットフォームからわずか１００ミリ

のは、やはり大変な技術だと思います。安全監理に監理にしても，，すごい技術で

アイワードは「言ったことは、きちんとやりあげる会社」から
「驚いた、感動した、と言われる会社」をめざします。
従来の「印刷業」の技術を大切にしながら
「情報価値創造産業」への業態改革に取り組んでいます。

アフタービフォー

ブック印刷 × 自動化技術開発
─ ブック印刷の自動化技術開発と情報発信のあゆみ
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アイワード 石狩工場

東京ドーム

アイワード
東京営業部

SAPPORO

TOKYO

ISHIKARI

ブック印刷の自動化制作は、
私たちにお任せください。
アイワードのブック印刷拠点です。

首都高速

神保町駅

九段下駅

水道橋駅
石狩新港機械金属団地

北の丸公園
日本武道館

さっぽろテレビ塔

大通公園

サッポロファクトリー

札幌駅
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◦��クリーニングとレポートを自動生成します。
◦�推敲・修正を行います。

旭川駅はどう生まれ変わったか生まれ変わったか生まれ変わったか生まれ変わったか

　旭川駅の特徴は、本州ではあまりないのですが、プラットフォーム上に

に入ってこないようにしている点です。また、上の方はトップライトと排気を

　それから、柱の色についても随分検討を重ねました。じつは私はここ

道駅や、ＪＲの高知駅や日向市駅など、いくつかの鉄道施設を手がけ

い施設だということがわかっていました。たとえば、ブレーキ粉といって、細か

が向上して、以前ほど出なくなったのですが、それでも建物を汚す一つ

れていないのでれていないのでれていないのでれていないので、ディーゼルの煙も出ます。

　ですから、メンテナンス上は、柱も暗い色に塗った方がいいわけです。

ずっと旭川のまちにどんどん元気がなくなっていくのを見ていまして、やは

であるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないか。そして、そうであるなら、多少無理をしてでも

と委員会で申し上げて、了解をいただきました。といっても、見た感じは

えて、かなりグレー寄りの白を基調にしています。

　じつは通常ですと、プラットフォーム上の機能的なことに関しては、建築家が

ん。

　鉄道マンというのは、つくづくすごいなと思わされることが多々あります

などは時速百キロ以上の列車が、プラットフォームからわずか１００ミリ

のは、やはり大変な技術だと思います。安全監理に監理にしても，，すごい技術で

アイワードは「言ったことは、きちんとやりあげる会社」から
「驚いた、感動した、と言われる会社」をめざします。
従来の「印刷業」の技術を大切にしながら
「情報価値創造産業」への業態改革に取り組んでいます。

アフタービフォー

ブック印刷 × 自動化技術開発
─ ブック印刷の自動化技術開発と情報発信のあゆみ

小樽石狩道

アイワード 本社・工場

アイワード 石狩工場

東京ドーム

アイワード
東京営業部

SAPPORO

TOKYO

ISHIKARI

ブック印刷の自動化制作は、
私たちにお任せください。
アイワードのブック印刷拠点です。

首都高速

神保町駅

九段下駅

水道橋駅
石狩新港機械金属団地

北の丸公園
日本武道館

さっぽろテレビ塔

大通公園

サッポロファクトリー

札幌駅



ブック印刷の自動化技術開発と情報発信のあゆみ ─ ブック印刷専門印刷会社をめざして

■1965（昭和40）
• 札幌市月寒にて「北海道共

同軽印刷」として創業

■1966（昭和41）
• 株式会社として発足

■1974（昭和49）
• 経営指針を

策定し、新
生への道を
歩み出す

■1975（昭和50）
•ドイツ・ハイデルベルグ社製

A2 判印刷機を導入してオ
フセットの基礎確立

■1977（昭和52）
• 無線綴じ製本機を導入する

■1979（昭和54）
•「本づくりのごあんない」
（第 1 版）発行
• 道内初のカラー年賀状に取

り組む（30 万枚達成）

■1980（昭和55）
• コンピュータ化を予測し東

京へ社員が 3 年間出向する

■1981（昭和56）
• グループの出版社・株式会

社共同文化社を設立
•「月刊ニュー

スきょうど
う」を創刊す
る

■1982（昭和57）
•「株式会社共同印刷」と社名

変更
• ワープロ＋印字ロボット＝

WP-6000 道内 1 号機導入

この頃の社屋

■1983（昭和58）
• 田上印刷株式会社とグルー

プ会社になる
• 社内報
「フォーラム」
を創刊する

■1984（昭和59）
• 写研・電算写植システム導入

•「第 1 回全国自費出版展」を
札幌市民会館で開催する

■1985（昭和60）
• 現アイワード本社ビルを札幌

市中央区北 3 東 5 に竣工

•「文字情報処理システム」を
全国へ発表する

•「第 2 回全国自費出版展」を
札幌市民会館で開催

■1986（昭和61）
• 名簿ソフト「幹事帳」を発売

•「25 万円会社案内システム」
を発売

■1987（昭和62）
• 200 線カラー印刷発表

■1987（昭和62）
•「FD・MT から印刷へ！」

の新サービスを開始する

■1988（昭和63）
• 印刷業務ソフト「大地シリー

ズ」を全国の印刷関連業へ
発売する

• 田上印刷『オフセット印刷
40 年のあゆみ』を刊行

■1989（平成元）
•「ニュースきょうどう」通巻

第 100 号を発行
•「大地シリーズ」たくぎん・

どさんこ技術開発奨励賞受
賞

• 改題「本づくりガイドブッ
ク」発行

•『共育』（木野口 功著）刊行

■1990（平成2）
• TAGAMI ビル（元大通工

場）増改築完成
• Macintosh を導入しカラー

デザインシステムを稼働する

• 障がい者雇用モデル製本工
場を増築

•「全国カタログ・ポスター
展」入賞作品展開催

•「ニュースきょうどう・カ
ムイミンタラ展」開催

■1991（平成3）
•「全国造本装幀コンクール」

入賞作品展開催
•『文字情報処理の基礎知識』

を共同文化社より刊行

■1992（平成4）
• 東京事務所開設
• DTP の完全日本語化達成

を機にファクトリーセミ
ナー開催

■1993（平成5）
• 共同印刷・田上印刷が合併

し、アイワードとなる

•「ニュースきょうどう」を
「月刊アイワード」と改題

• 興新印刷産業（現コーシン
印刷）とグループ会社にな
る

■1994（平成6）
• 興国印刷とグループ会社に

なる

■1995（平成7）
• 創業 30 周年記念祝賀会を

開催

■1996（平成8）
• インターネットホームペー

ジ開設
•「インターネット開設ガイ

ドブック」を発行する

■1998（平成10）
• 興国印刷『90 年のあゆみ─

興国印刷小史』を刊行
• 興国印刷本社移転、生産部

門をアイワードへ移行
• 協同組合札幌テクネットを

結成する
• 石狩工場竣工
• B 半裁判オフセット輪転印

刷機を導入

石狩工場

オフセット輪転印刷機

■1999（平成11）
•『創業のこころ』を共同文化

社より刊行

■2000（平成12）
• 東京事務所を東京支店に昇

格・移転
• CTP とデジタル色校正機
「スピードプルーフ8000」を
導入する

• KDDI 通 信 衛 星 シ ステム
（KDDIスカイキャスト）設置
• 国際障害者技能競技大会
（プラハ）で社員が銀メダル
を獲得する

• 世界の印刷用スキャナメー
カーが生産を中止する時期と
ニコン製デジタル一眼レフ
カメラの発売を受け、デジ
タルカメラ RAW データか
らの印刷用データ最適化の
技術開発に着手する

■2001（平成13）
•「ISO9001」の認証を全社で

取得
•『漢字・仮名・記号テキス

ト』を共同文化社から刊行
•「月刊アイワード」創刊 20 周

年、通巻第 240 号を発行

■2002（平成14）
•「ISO14001」の認証を石狩

工場で取得
•「北海道自費出版展」をさっ

ぽろテレビ塔で開催

■2003（平成15）
• ドイツ・ハイデルベルグ社

製 8 色両面兼用印刷機（カッ
トスター付）を 2 台導入

• 代表取締役 木野口 功が北
海道産業貢献賞を受賞

■2004（平成16）
• 興国印刷から営業権を譲受
• 興国印刷解散。従業員をア

イワードに移籍
•「デジタルカメラ RAW デー

タから高級カラー印刷へ」
の新サービス発表

■2005（平成17）
• スーパーファインカラー
（高精細 7 色プロセス印刷）
の技術を確立

• 写真集『EVER』をスーパー
ファインカラーで制作し共
同文化社から全国発売する

•「プライバシーマーク」の認
証を全社で取得

■2006（平成18）
•「月刊アイワード」創刊25周

年、通巻第 300 号を達成
•「月刊アイワード展」を北海

道立文学館で開催

■2007（平成19）
• 決 算 期 を 1〜12 月 か ら 4

月〜翌年 3 月に変更
• 大通工場売却
• 札幌工場竣工

• 高 色 域 イ ン キ「 ワ イ ド カ
ラー」、広演色インキ「カレ
イド」による高精細印刷技
術を導入

• ドイツ・ハイデルベルグ社
製 B 全判 7 色印刷機（水性
ニスコーター付）導入

札幌工場

■2008（平成20）
• 商業オフセット印刷の国際

規格「ISO12647-2」を、全国
で初めてプリプレス部門、
プレス部門の 2 部門で同時
認証取得

■2009（平成21）
• 経済産業省「明日の日本を

支える元気なモノ作り中小
企業 300 社に選定される

■2010（平成22）
•「月刊アイワード」を一旦休

刊する
• ISO9001・ISO14001 の認証

管理から、独自の品質管
理・環境保全活動への取り
組みとする

•「印刷と同時に電子書籍づ
くり」サービスを発表

• 経営理念・スローガンの徹
底と経営力と企業価値を高
める再生 7 か年計画をス
タートさせる

■2010（平成22）
• アイワードがプロジェクト

に参画した「ハローサンロ
クゴカレンダー」が「第 7 回
アジアン・プリント・アワー
ド」（2009 年 11 月）で金賞を
受賞

■2011（平成23）
•「植物油インキマーク」（印

刷インキ工業連合会）の認
証取得

• 米アップル社 iPad 用電子
書籍登録の AppStore、iOS 
Developer Program へ参加。
iPad 版アプリの販売を開
始

■2012（平成24）
• 編集支援業務の「アカイレ」

サービス開始

• 代表取締役 木野口 功が、
北海道新聞社発行の「トッ
プの決断　北の経営者た
ち」に紹介される

■2013（平成25）
• 最大束幅 8cm の PUR 製本

が可能なスイス・ミューラ
マルティーニ社製ボレロ製
本ライン稼働

■2014（平成26）
• 代表取締役会長に木野口　

功、代表取締役社長に奥山
敏康が就任

• 褪色カラー写真の色復元を
行う技術「デジタイズ・ワー
クフロー」のプロトタイプ版
をビジネス EXPO で発表

■2015（平成27）
•「劣化写真の復元に関する

研究」に関し国立大学法人
北海道大学と共同研究契約
を締結する

• 共同研究の成果によってカ
ラー復元した写真展覧会

「カラーで甦る古代遺跡の
写真」を古代オリエント博物
館（東京池袋）主催〈5月〜7
月〉、北海道大学主催〈11
月〉にて開催する

• 北海道中小企業総合支援セ
ンターの産学連携等研究開
発支援事業に「褪色カラー
写真復元機器デジタイズ・
スタジオの開発と復元事業
の市場化」として公募し採
択される

■2016（平成28）
• 電子情報通信学会論文誌に

北海道大学とアイワードの
共著論文「多項式近似に基
づく褪色カラーフィルムの
デジタル画像復元」田中章

（北海道大学大学院情報科
学研究科）、鍵谷貴宏・奥
山敏康ほか（株式会社アイ
ワード）を発表する

■2016（平成28）
•「Word からの自動組版」技

術による刊行物制作を本格
的に開始する

• 北海道立総合研究機構と
「褪色カラー写真復元システ
ム改善のための要素技術開
発」に関し共同研究契約を
締結する（JST 研究成果展
開事業マッチングプラン
ナープログラム）

• NHK 名古屋放送局から番
組取材を受ける

• ノーステック財団「札幌型
ものづくり開発推進事業」

（札幌市補助事業）の公募
に、「サッポロ発『褪色カ
ラー写真の色復元システ
ム』の高度化とマーケット開
発」が採択される

えっ、
そんな事
できるの？

その Word から
自動組版ができ
ますよ！

アイワード
スタッフ

Wordからの自動組版
はじめました。

からのお知らせです。

原稿　作成中

Word の原稿が
あるのは良いのだけれど…。
他の原稿と表現の統一をしながら
原稿整理するのが大変だから、
なんとかならないかなー。

ブック印刷専門企業 〒060-0033 札幌市中央区北３条東５丁目 5-91
TEL 011-241-9341　FAX 011-207-6178
〒101-0065 東京都千代田区西神田 2 丁目 4-3
TEL 03-3239-3939　FAX 03-3239-3945

本社営業部

東京営業部

大量のページ組版、同じような組版仕様の書籍に最適
論文や報告書、寄稿文集や記念刊行物の発行に――。

！

なるほど！

なるほど！

Word Word

［Word からの自動組版］

投稿規程や編集ルールを
自動的に反映します。

1 

2

カンタン♪

お問い合せは、 

E-mail: 
info-sys@iword.co.jp

Word ファイルに色を付けるだけで
自動組版ができます。

［Word からの自動組版］

レイアウトやページ処理がある程度定型化された組版仕様の場
合、お客様とアイワードが準備会議を行い、オリジナルプログラム
をアイワードが作成します。
お客様は Word ファイルに色指定をするだけで、自動組版が実現

します。

Word ファイルをオリジナルプログラムに読み込ませることで、
投稿規定や編集ルールに準じた語句・用語統一を同時に行います。
例えば、下記のような編集ルール、用語・語句統一内容を事前登

録しておくことで自動化が可能です。

●単位はすべて「m、cm、mm、cm2、μL、mL、kg、g、mg」に置き換える。
●数値と単位の間は半角空ける。
●％、( ) は、本文は全角にし、表の中の和文は全角、英文は半角にする。
●本文中“～”の前後は空けない。
●＝、＋、－は、前後が和文なら全角の和文表示、欧文なら半角の欧文表示にする。
●,< > は半角とする。前後が欧文数字ならベタ、和文ならアキとする。

基本編集ルールの例

●或は → あるいは
●～と言った → ～といった
●於いて → おいて
●行なう → 行う
●既に → すでに

●但し → ただし
●出来る → できる
●捉え → とらえ
●勿論 → もちろん
●我々 → われわれ

語句統一の例

※学術学会や専門出版社の刊行物で
「Word からの自動組版」採用例が多くあります。
詳しくは、担当者がご説明に伺います。

■2017（平成29）
• NHK の全国放送番組「超

絶　凄ワザ！」で「褪色カ
ラー写真の色復元システ
ム」が紹介される

• 石狩工場の使用エネルギー
を前年より 20％以上削減
するスマートファクトリー
化が実現する

• AI 搭 載 の 印 刷 シ ス テ ム　
ハイデルベルグ社製「XL-
106-8P」カットスター付き 1
号機を導入する

ビフォー アフター

掲載許諾：栗田恵子様

提供：プリテックステージニュース

ア
イ
ワ
ー
ド
に
Ｘ
Ｌ
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国
内
一
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機

Ａ
Ｉ
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載
、ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
進
展

ハイデルベルグ・ジャパン
　ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
（
水
野
秀
也
社
長
）
は
４
月
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日
、
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ア
イ
ワ
ー
ド
（
札
幌
市
中
央
区
／
奥
山
敏
康
社
長
）

の
石
狩
工
場
（
石
狩
市
）
で
記
者
発
表
会
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開
き
、
昨
年
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月
に
同
社
に
納
入
し
た
国
内
１
号
機
と
な
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最
新
鋭
菊
全
寸
延
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判

８
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両
面
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用
機
『
ス
ピ
ー
ド
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ス
タ
ー
Ｘ
Ｌ
１
０
６
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８
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　18
Ｋ
』
の
稼
動
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。
記
者
会
見
に
は
ア

イ
ワ
ー
ド
の
木
野
口
功
会
長
、
奥
山
敏
康
社
長
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
水
野
秀
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社
長
が
出
席
。
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
構
築
に
向
け
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取
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組
み
を
語
っ
た
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　ア
イ
ワ
ー
ド
は
１
９
６
６
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に
設
立
。
専
門
書
を
中
心
と
し

た
〝
ブ
ッ
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核
に
事

業
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拡
大
し
て
き
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昨
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て
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稼
動
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な
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狩
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場
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刷
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に
着
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。「
１
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に
向
け
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基
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作
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」

（
木
野
口
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長
）
と
い
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針
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も
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経
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産
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の
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エ
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事
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　ア
イ
ワ
ー
ド
で
は
同
制
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に

基
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き
、
エ
ネ
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ギ
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使
用
の
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減
と
合
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工
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の
Ｌ
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照
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空
調
の
刷
新
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ

ー
の
入
れ
替
え
な
ど
を
実
施
。

加
え
て
、
目
標
と
す
る
電
力
の

前
年
度
比
20

％
削
減
の
た
め

に
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
機
の
生

産
体
制
を
見
直
し
た
。
稼
動
15

年
を
超
え
た
菊
全
判
８
色
両
面

機
２
台
、
菊
全
判
２
色
両
面
兼

用
機
２
台
を
廃
し
、
昨
年
12
月

に
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
２
０
１
６
で
発

表
さ
れ
た
ス
ピ
ー
ド
マ
ス
タ
ー

Ｘ
Ｌ
１
０
６
を
導
入
。
さ
ら
な

る
電
力
削
減
を
図
っ
た
。

　同
社
の
木
野
口
会
長
は
「
生

産
性
を
下
げ
ず
、
品
質
を
上
げ

て
省
電
力
化
を
図
っ
た
。
３
月

に
は
2.5
台
分
の
作
業
量
を
こ
な

し
、高
い
生
産
性
を
発
揮
し
た
。

初
期
の
目
的
が
達
成
で
き
る
見

通
し
が
つ
い
た
」
と
投
資
の
成

果
を
披
露
。
ま
た
、「
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
は
賢
い
工

場
。
し
か
し
、
人
間
が
か
し
こ

く
な
ら
な
け
れ
ば
目
的
は
達
成

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
働
き
方

の
改
善
も
検
討
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
繁
忙
期
の
今
年
３
月
に

は
超
勤
時
間
が
大
幅
に
削
減
し

た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　最
新
鋭
の
ス
ピ
ー
ド
マ
ス
タ

ー
Ｘ
Ｌ
１
０
６
は
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
グ
が
昨
年
の
ｄ
ｒ
ｕ
ｐ
ａ
２

０
１
６
で
発
表
し
た
『
Ｓ
ｉ
ｍ

ｐ
ｌ
ｙ

　Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
』
を
具

現
化
す
る
も
の
で
、
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
の
完
全
自
動
運
転
を
実

現
す
る
『
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ

　ｔ
ｏ

　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
』
の
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
き
設
計
。
プ
リ
ネ
ク
ト
と

接
続
し
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
搭
載
し
た
『
イ
ン
テ
リ
ス
タ

ー
ト
２
』
が
ジ
ョ
ブ
チ
ケ
ッ
ト

を
受
け
取
り
、
最
適
な
ジ
ョ
ブ

チ
ェ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
動

的
に
生
成
し
て
、
オ
ペ
レ
ー
タ

が
停
止
指
示
を
し
な
い
限
り
自

動
運
転
を
続
行
す
る
。
ま
た
、

印
刷
中
に
機
械
を
停
止
す
る
こ

と
な
く
、
色
や
見
当
の
合
わ
せ

を
測
定
し
て
自
動
的
に
調
整

し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
が
介
在
す
る

作
業
を
大
き
く
削
減
す
る
。

　ア
イ
ワ
ー
ド
の
奥
山
敏
康
社

長
は
、「
機
械
が
Ａ
Ｉ
を
持
ち
、

自
ら
生
産
性
を
高
め
て
い
く
機

能
を
持
っ
て
い
る
。
版
の
交
換

は
こ
れ
ま
で
の
16
分
か
ら
２
分

30
秒
に
短
縮
し
た
。
立
ち
上
が

り
も
早
く
、
最
高
速
１
万
８
０

０
０
回
転
に
ま
で
素
早
く
上
が

る
」と
生
産
性
の
向
上
を
強
調
。

イ
ン
ラ
イ
ン
検
査
装
置
で
紙
面

を
検
査
す
る
と
と
も
に
、
表
裏

に
印
刷
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー
で
不

良
紙
を
特
定
し
て
排
出
す
る
た

め
、
後
工
程
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
良
品
を
供
給
す
る
体
制
も
整

っ
た
。「
一
冊
２
０
０
０
ペ
ー

ジ
に
も
な
る
専
門
書
は
薄
い
紙

に
印
刷
し
て
製
本
す
る
難
易
度

が
高
い
仕
事
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
よ
る
自
動
組
版
を
一
層
進

め
、
前
工
程
と
印
刷
工
場
の
取

り
組
み
を
合
わ
せ
て
、
さ
ら
に

お
客
様
に
時
間
と
品
質
を
提
供

す
る
環
境
が
整
っ
た
。
受
注
の

７
割
に
達
す
る
ブ
ッ
ク
印
刷
に

よ
り
特
化
し
、
仕
組
み
で
選
ば

れ
る
よ
う
中
身
を
変
え
て
い
き

た
い
」と
の
手
応
え
を
語
っ
た
。

　ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
の
水
野
秀
也
社
長
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
全
商
品
の

Ｉ
Ｃ
タ
グ
採
用
の
報
道
を
受

け
、「
１
冊
の
本
が
い
つ
ど
こ

で
流
通
し
た
の
か
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
化
さ
れ
、
今
後
、
印
刷
も
見

込
み
生
産
か
ら
予
測
生
産
に
変

わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
処
理
し
、
従
来
よ
り

も
細
か
く
短
い
製
品
を
作
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
、
人
の
手
で

は
処
理
す
る
こ
と
が
不
可
能
に

な
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
は
ｄ

ｒ
ｕ
ｐ
ａ
で
Ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｙ

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
を
打
ち
出
し
た
。

印
刷
工
場
の
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
化
を
実
現
し
、
マ
ス
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
で
予
測
さ
れ
た
需

要
に
基
づ
く
生
産
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
も
の
で
、
自
動
的
に

入
っ
て
き
た
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が

処
理
し
て
全
て
の
生
産
フ
ロ
ー

に
自
動
的
に
流
す
」
と
オ
ペ
レ

ー
タ
が
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
な
い

限
り
稼
動
を
止
め
な
い
『
Ｐ
ｕ

ｓ
ｈ

　ｔ
ｏ

　Ｓ
ｔ
ｏ
ｐ
』
の

理
念
を
説
明
し
た
。
さ
ら
に
印

刷
機
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
装

置
が
故
障
す
る
前
に
対
処
す
る

予
測
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

の
構
想
を
明
ら
か
に
し
た
。

AIを搭載したスピードマスターXL106の前でアイワードの木野口
会長（中央）、奥山社長（右）、ハイデルベルグ・ジャパンの水野
社長

３
０
０
名
が
参
加
し
た
石
狩

工
場
の
見
学
会

■2017（平成29）
• アイワード設立 50 周年記念

事業「北海道自費出版・記
念誌展」を北海道新聞本社
1 階 DO-BOX で開催する

• アイワード設立 50 周年記
念および石狩工場スマート
ファクトリー化感謝のつど
いを札幌グランドホテルで
開催する。あわせて、石狩
工場見学会、および記者発
表会を実施する

■2018（平成30）
• 褪色カラー写真のデジタイ

ズ復元が、「平成 29 年度北
海道新技術・新製品開発賞
ものづくり部門大賞」を受
賞する

• 法政大学坂本光司教授の著
書『日本でいちばん大切に
したい会社 6』に紹介され
る

•「北海道自費出版・記念誌
展」を北海道新聞本社 1 階
DO-BOX で開催する

■2019（平成31）
•『人を活かし

組織を変え
る　インター
ナル・コミュ
ニケーション
経営』筑波学
院大学清水正道客員教授編
著（経団連出版）に、「日報×
社内報フォーラム運動」を
企業実例として紹介される

•「季刊アイワード」を刊行する

■2019（令和元）
• AI 搭 載 の 印 刷 シ ス テ ム　

ドイツ・ハイデルベルグ社
製「XL-106-8P」カットスター
付き 2 号機を導入する

• アイワード歴史資料室・作
品展示室を石狩工場に開設
する

• 中期経営 3 カ年計画をス
タートする

• フジテレビ「ニッポンの超
絶技巧！　直美＆千鳥のこ
まったときのお直しさん」
で「褪色カラー写真のデジ
タイズ復元」が紹介される

歴史資料室

作品展示室

アフタービフォー

掲載許諾：デヴィ・スカルノ様

■2020（令和2）
• 独自設計による、褪色カ

ラー写真の復元・アナログ
原稿の高精細デジタル化オ
リジナル専用機器「アイワー
ド・デジタイズ・システム」
を完成させる

• 環境省 CO2 排出抑制支援
事業補助金により、本社ビ
ルの空調システムと照明装
置の刷新を図る

•「褪色カラー写真のデジタ
イズ復元」技術が第 8 回も
のづくり日本大賞「ものづ
くり地域貢献賞」（北海道経
済産業局長賞）を受賞する

• ドイツ・バウハウス 100 周
年を記念した中央公論美術
出版社の『新装版バウハウ
ス叢書　全 14 巻』を、オリ
ジナル復刻技術により刊行
のお手伝いをする

■2021（令和3）
• 公式フェイスブックをはじ

める
•「季刊アイワード」が企業 

メ セ ナ 協 議 会 の「This is 
MECENAT」に認定される

• 石狩工場製本システムのス
マート化を実現する

• スイス・ミューラマルティー
ニ社製無線綴じ機「アレグ
ロ」、中綴じ機「プリメー
ラ」を導入する

• 写真家ユージン・スミスが
1975 年にアメリカで出版し
た 写 真 集「MINAMATA」
を、オリジナルプリントか
ら完全復刻するクレヴィス
社の出版を、お手伝いする

■本づくりの基礎を確立する
1965→1985
印刷とコンピュータの技術を
独自に組み合わせた文字情報処理
システムを全国へ発表しました。

■アナログからデジタルへ
1986→1992
本づくりのデジタル化、高品質化にむけた
要素技術の開発と公開を
積極的に展開していきました。

■本づくり専業へむけて社名をアイワードに変更
1993→2004
従来の印刷業の技術を大切にしながら
情報価値創造産業への
業態改革をめざしていきました。

■高精細印刷技術を確立
2005→2011
カラー印刷の高品質化ニーズに応えて
7 色プロセスカラー印刷
スーパーファインカラーの印刷技術を獲得しました。

■文字処理、画像処理の自動化へ
2012→2016

「自動校正技術アカイレ」「Word からの自動組版」
「褪色カラー写真の自動複元」など本づくりの
課題解決自動化技術の開発に着手しました。

■スマートファクトリーへの取り組み
2017→2021
サーバーへ全てのコンピュータと生産装置をつなげるスマート化、
ゼロカーボン社会実現にむけた環境整備を
全社で取り組んでいます。



障がい者就労支援マーク
北海道が制定し、障がい
者の就労支援企業である
ことを示します。

個人情報保護の
マネジメントシステム

プライバシーマーク
2005.9.6 認証取得

ISO 12647-2
2008.8.9 認証取得

商業オフセット印刷の国際規格
Process Standard Offset

https://iword.co.jp

21070397.3000

本社 石狩工場東京営業部 札幌工場

石狩工場 〒061-3241 石狩市新港西 3丁目 768 番地 4
 TEL 0133-71-2777 FAX 0133-71-2895 

札幌工場 〒060-0033 札幌市中央区北 3条東 4丁目 5番地 64
 TEL 011-251-0009

東京営業部 〒101-0065 東京都千代田区西神田 2丁目 4番 3号 高岡ビル 6階
 TEL 03-3239-3939 FAX 03-3239-3945

本　　社 〒060-0033 札幌市中央区北 3条東 5丁目 5番地 91
 TEL 011-241-9341 FAX 011-207-6178

社 　 　 名
代 表 者
業 務 内 容
創 　 　 業
資 本 金
商 況
従 業 員 数

主要得意先
（敬称略）

取 引 銀 行

■会社概要

株式会社 アイワード
代表取締役社長　奥山　敏康
ブック印刷専門印刷業
1965（昭和 40）年 9 月
67,185 千円
年商 37 億 1965 万円（2021 年 3 月期）
役員 8 名、正社員 206 名、嘱託 8 名、

（2021 年 3 月 31 日現在）
医学書院、 南山堂、 日本加除出版、
帝国書院、サラブレッド血統センター 、
東京商工リサーチ、北海道新聞社、 
北海道大学、北海学園大学、 
北海道大学出版会、日本書道評論社  
北洋銀行、北海道銀行、日本政策金融公庫、
商工中金

アイワードの主な自動化技術

データベース自動組版

データベースからダイレクトに組版へ
電子出版への展開まで一元管理
アイワードは、1985 年にコンピュータと印刷のシステ
ムを組み合わせた独自の「文字情報処理システム」を
発表して以来、一貫して汎用データベースの構築と印
刷出版の連携を提唱してきました。構築する汎用デー
タベースは、データの多目的利用を可能にします。

褪色カラー写真のデジタイズ復元

色や陰影、質感の科学的復元を自動化
学術書・芸術書の制作に活用
100 年以上にわたって蓄積されてきた学術的な写真資
産や、絵画・壁画などの芸術・歴史資産を高精細印刷
で再現する技術を、国立大学法人北海道大学、北海道
立総合研究機構との産学官の共同研究を進めています。
本技術は 2020 年に、第 8 回ものづくり日本大賞「もの
づくり地域貢献賞」を受賞しました。

専門書制作を支援する「アカイレ」サービス

書籍ごとにルール辞書を設定
専門性の高い原稿もコンピュータで校正
文書の表記揺れや、主語述語が曖昧な表現といった一
般的な校正・校閲はもちろん、辞書にない語や略語な
どもコンピュータがチェックします。編集支援業務と
して提供しているサービスです。

100

50

0
A B DC

自動組版

RDB/XML汎用
データベース

データ更新

画像・図形

テキスト

電子辞書
電子商品

スマートフォン
電子書籍

電子ジャーナル
調査

印刷・製本

WWWWWW

◦�RDB/XML汎用データ
ベースとソフト開発

◦�データベースからの�
自動組版

◦�本づくりと一緒に�
データベース化

◦�効率的な�
電子出版サイクル

Wordからの自動組版

Word 原稿へ直接、
色付けすることで一気に自動組版
Word の原稿があれば、レイアウトや用語扱いがバラ
バラな原稿からも簡単に自動組版ができます。論文や
報告書、寄稿文集や記念刊行物など、大量かつ同じよ
うな組版仕様の書籍に最適です。

◦�Wordファイルに色を付けるだけで自動組版ができます。
・�投稿規定や編集ルールを自動的に反映します。

フジテレビ「ニッポ
ンの超絶技巧！　直
美＆千鳥のこまった
ときのお直しさん」
（2019 年）で「デヴィ
夫人の60 年前の公式
写真を復元！！」が紹
介されました。
掲載許諾：デヴィ・スカルノ様

◦�その書籍専用のルール辞書を作成します。
◦��クリーニングとレポートを自動生成します。
◦�推敲・修正を行います。

旭川駅はどう生まれ変わったか生まれ変わったか生まれ変わったか生まれ変わったか

　旭川駅の特徴は、本州ではあまりないのですが、プラットフォーム上に

に入ってこないようにしている点です。また、上の方はトップライトと排気を

　それから、柱の色についても随分検討を重ねました。じつは私はここ

道駅や、ＪＲの高知駅や日向市駅など、いくつかの鉄道施設を手がけ

い施設だということがわかっていました。たとえば、ブレーキ粉といって、細か

が向上して、以前ほど出なくなったのですが、それでも建物を汚す一つ

れていないのでれていないのでれていないのでれていないので、ディーゼルの煙も出ます。

　ですから、メンテナンス上は、柱も暗い色に塗った方がいいわけです。

ずっと旭川のまちにどんどん元気がなくなっていくのを見ていまして、やは

であるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないかであるべきなんじゃないか。そして、そうであるなら、多少無理をしてでも

と委員会で申し上げて、了解をいただきました。といっても、見た感じは

えて、かなりグレー寄りの白を基調にしています。

　じつは通常ですと、プラットフォーム上の機能的なことに関しては、建築家が

ん。

　鉄道マンというのは、つくづくすごいなと思わされることが多々あります

などは時速百キロ以上の列車が、プラットフォームからわずか１００ミリ

のは、やはり大変な技術だと思います。安全監理に監理にしても，，すごい技術で

アイワードは「言ったことは、きちんとやりあげる会社」から
「驚いた、感動した、と言われる会社」をめざします。
従来の「印刷業」の技術を大切にしながら
「情報価値創造産業」への業態改革に取り組んでいます。

アフタービフォー

ブック印刷 × 自動化技術開発
─ ブック印刷の自動化技術開発と情報発信のあゆみ

小樽石狩道

アイワード 本社・工場

アイワード 石狩工場

東京ドーム

アイワード
東京営業部

SAPPORO

TOKYO

ISHIKARI

ブック印刷の自動化制作は、
私たちにお任せください。
アイワードのブック印刷拠点です。

首都高速

神保町駅

九段下駅

水道橋駅
石狩新港機械金属団地

北の丸公園
日本武道館

さっぽろテレビ塔

大通公園

サッポロファクトリー

札幌駅




